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資料の状態
ベースの

種類
代替資料
の所蔵

保存・利用
の優先度

修復可否
対策の優

先度

※保管コスト等を考慮して、現物の廃棄について検討することもあり得る。

＜参考＞
“User's Guide For A-D Strips”, Image Permanence Institute <https://s3.cad.rit.edu/ipi-assets/publications/adstrips_instructions.pdf>
“User's Guide For A-D Strips” 日本語訳, ㈱国際マイクロ写真工業社 <https://www.kmsym.com/ads/adstripsj.pdf>

マイクロ資料状態調査結果に基づく原則的な対策フローチャート

原則的な対策

利用不可
・原型をとどめな

いほど劣化

・固着がひどい

・破断

無

有

高

低

不可

不可

可（部分

的を含む）

可（部分

的を含む）

最高

高

最高

高

高

可能であれば再収集を図る。現物は適切に保管する※。

利用の必要に応じて、可能であれば再収集する。現物は適切に保管する※。

再収集、修復して複製又は修復して媒体変換のうち、低コストで実現可能な対策を実施

する。現物は適切に保管する※。

利用の必要に応じて、再収集、修復して複製又は修復して媒体変換のうち、低コストで実

現可能な対策を実施する。現物は適切に保管する※。

代替資料による利用又は代替資料からの媒体変換若しくは再作製を実施する。現物は

適切に保管する※。

最高

高

最高

高

高

可能であれば再収集を図る。現物は適切に保管する※。

利用の必要に応じて、可能であれば再収集する。現物は適切に保管する※。

再収集、修復して複製又は修復して媒体変換のうち、低コストで実現可能な対策を実施

する。現物は適切に保管する※。

利用の必要に応じて、再収集、修復して複製又は修復して媒体変換のうち、低コストで

実現可能な対策を実施する。現物は適切に保管する※。

代替資料による利用又は代替資料からの媒体変換若しくは再作製を実施する。現物は

適切に保管する※。

最高

高

見た目に異常がなくA-Dストリップ3以上の場合、包材を1週間ほど風通しのよいところに置き、酢酸

を放散させる。フィルムは巻き返しを行う。酢酸臭がなくなったら通常環境へ戻す（TACベースフィル

ムとは別置する）。見た目に異常がある場合は、TACベースのフローに準ずる。

代替資料による利用又は代替資料からの媒体変換若しくは再作製を実施する。現物は

適切に保管する※。

不可

不可

可

可

高

低

無

有

無

有

TAC

PET

危機的
・A-Dストリップ3以

上

・変形

・ゆがみ

・はりつき

・断裂

最高

最高

高

高

高

再収集、修復して複製又は修復して媒体変換のうち、低コストで実現可能な対策を実施

する。現物は適切に保管する※。

包材を1週間ほど風通しのよいところに置き、酢酸を放散させる。フィルムは巻き返しを

行う。酢酸臭がなくなったら通常環境へ戻す（TACベースフィルムとは別置する）。

利用の必要に応じて、再収集、修復して複製又は修復して媒体変換のうち、低コストで

実現可能な対策を実施する。現物は適切に保管する※。

代替資料による利用又は代替資料からの媒体変換若しくは再作製を実施する。現物は

適切に保管する※。

代替資料による利用又は代替資料からの媒体変換若しくは再作製を実施する。現物は

適切に保管する※。

高

低

劣化進行中
・A-Dストリップ2以

上

・軽度の変形

・軽度のべたつき

無

有

無

有

TAC

PET

高

中

高

可能であれば巻き返しを行い、酸吸着剤等を設置した空間に別置する。複製・媒体変

換・再収集のうち、低コストで実現可能な対策を実施する。現物は適切に保管する※。

包材を1週間ほど風通しのよいところに置き、酢酸を放散させる。フィルムは巻き返しを

行う。酢酸臭がなくなったら通常環境へ戻す（TACベースフィルムとは別置する）。

可能であれば巻き返しを行い、酸吸着剤等を設置した空間に別置する。利用の必要に応じて、

複製・媒体変換・再収集のうち、低コストで実現可能な対策を実施する。現物は適切に保管する

※。

代替資料による利用又は代替資料からの媒体変換若しくは再作製を実施する。現物は

適切に保管する※。

高

低

無

有

TAC

PET

急速劣化開

始
・A-Dストリップ1.5
以上

・見た目の異常な

し

包材が酸性なら交換する。可能であれば巻き返しとTACベースフィルムとの別置を行い、

定期的に状態調査を行う。

包材が酸性なら交換し、無孔スプール（リールに穴がないもの）は有孔に交換する。定

期的に状態調査と、可能であれば巻き返しを行う。

低

低

包材が酸性なら交換する。可能であればTACベースフィルムとは別置し、定期的に状態

調査を行う。
低

良好～可
・A-Dストリップ0.5
～1.5
・見た目の異常な

し

TAC

PET

良好

・A-Dストリップ0

中
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	別紙4　対策フロー

